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３
・
１　

六
十
年
ぶ
り
に
旧
居
を
訪
問

　

日
本
時
代
の
台
東
街
長
（
町
長
）
の
遺
族
が
、
当

時
住
ん
で
い
た
木
造
宿
舎
が
資
料
館
と
し
て
保
存
さ

れ
た
こ
と
に
感
動
、
六
十
年
ぶ
り
に
現
地
を
訪
問
。

３
・
２　

高
雄
市
で
い
け
ば
な
展

　

高
雄
市
内
で
「
小
原
流
・
池
坊
い
け
ば
な
展
」
が

市
主
催
で
。
両
派
の
台
湾
人
会
員
の
作
品
を
展
示
。

３
・
３　

歴
史
歪
曲
で
台
湾
紙
が
怒
り
の
論
評

　

国
共
両
党
が
日
本
軍
の
中
国
侵
略
の
証
拠
と
す
る

「
田
中
上
奏
文
」
の
不
存
在
を
証
明
し
た
『
正
論
』

誌
の
記
事
を
受
け
、
台
湾
紙
自
由
時
報
は
「
国
府
は

長
期
間
、
台
湾
人
を
騙
し
て
い
た
」
と
論
評
。

３
・
４　

日
本
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会

　

台
北
の
東
呉
大
学
で
は
交
流
協
会
と
の
共
催
で
、

第
二
回
全
国
大
学
生
日
本
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
。
日

本
語
学
科
が
設
け
ら
れ
て
い
る
十
六
校
が
参
加
。

３
・
５　

高
知
県
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を

　

台
湾
で
は
ま
だ
知
名
度
の
低
い
高
知
県
は
、
台
湾

の
新
聞
記
者
な
ど
を
招
い
て
県
を
ア
ピ
ー
ル
。

３
・
７　

島
田
洋
七
さ
ん
の
本
が
売
り
上
げ
一
位

　

台
北
市
内
で
は
、
島
田
洋
七
さ
ん
の
自
伝
小
説

『
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
』が
売
り
上
げ
一
位
。

３
・
９　

麻
生
外
相
が
台
湾
を
高
く
評
価

　

麻
生
太
郎
外
相
は
参
院
予
算
委
員
会
で
、
台
湾

が
「
民
主
主
義
が
成
熟
し
、
自
由
主
義
経
済
が
浸
透

し
、
法
治
国
家
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
日
本

と
価
値
観
を
共
有
し
て
い
る
国
だ
」
と
評
価
し
た
。

３
・
９　
「
国
」
発
言
は
日
台
関
係
に
メ
リ
ッ
ト

　

許
世
楷
駐
日
代
表
は
、
麻
生
外
相
が
国
会
で
台
湾

を
「
国
」
と
発
言
し
た
問
題
で
、「
現
実
に
照
ら
し

て
台
日
関
係
を
処
理
し
よ
う
と
の
姿
勢
」
と
評
価
。

３
・
10　

阿
波
踊
り
で
台
湾
人
ツ
ア
ー
を
歓
迎

　

徳
島
空
港
に
台
湾
人
ツ
ア
ー
客
を
乗
せ
た
エ
バ
ー

航
空
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
到
着
。
地
元
の
人
々
が
阿

波
踊
り
で
出
迎
え
た
。

３
・
11　

日
台
親
善
の
囲
碁
大
会

　

日
本
ア
ジ
ア
航
空
杯
日
台
親
善
囲
碁
大
会
が
都
内

の
日
本
棋
院
で
。

３
・
11　

世
界
最
大
級
の
生
産
ラ
イ
ン

　

日
経
新
聞
に
よ
る
と
、
旭
硝
子
は
台
湾
に
世
界
最

大
級
の
液
晶
ガ
ラ
ス
基
板
ラ
イ
ン
を
新
設
し
、
早
け

れ
ば
年
内
に
量
産
を
始
め
る
。

３
・
12　

ラ
ン
タ
ン
祭
り
で
踊
り
の
交
流

　

台
南
市
の
ラ
ン
タ
ン
祭
り
で
、
札
幌
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
チ
ー
ム
二
百
人
が
出
演
。

３
・
13　

伸
び
行
く
マ
ン
ゴ
ー
の
輸
出
量

　

蘇
煥
智
台
南
県
長
に
よ
れ
ば
、
昨
年
四
八
〇
ト
ン

だ
っ
た
同
県
産
マ
ン
ゴ
ー
の
対
日
輸
出
量
は
、
今
年

は
一
五
〇
〇
ト
ン
に
及
ぶ
見
通
し
。

３
・
17　

三
洋
が
テ
レ
ビ
事
業
で
合
弁
会
社

　

三
洋
電
機
は
、
台
湾
の
大
手
電
子
機
器
メ
ー
カ

ー
、
広
達
電
脳
グ
ル
ー
プ
と
合
弁
会
社
設
立
で
合
意

と
発
表
。
両
社
の
薄
型
テ
レ
ビ
事
業
を
統
合
す
る
。

３
・
19　

大
江
議
員
「
台
湾
の
未
来
は
台
湾
人
が
」

　

中
国
の
反
国
家
分
裂
法
施
行
か
ら
一
年
。
大
江
康

弘
参
院
議
員
は
民
進
党
主
催
の
講
演
会
で
、「
台
湾

の
未
来
は
台
湾
人
が
決
め
る
べ
き
だ
」
と
強
調
。

３
・
21　

Ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝
を
一
面
ト
ッ
プ
で

　

聯
合
晩
報
は
、
日
本
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝
を
一
面
ト
ッ

プ
で
。
王
貞
治
監
督
を
「
郷
土
の
誇
り
」
と
も
。

３
・
27　

日
本
文
化
学
ぶ
実
習
教
室

　

中
央
通
信
社
に
よ
る
と
、
台
南
の
立
徳
管
理
学
院

の
観
光
管
理
学
部
は
、
日
本
文
化
を
学
ぶ
た
め
実
習

教
室
を
設
置
。
畳
、
障
子
、
襖
も
備
わ
っ
て
い
る
。

３
・
28　

台
湾
海
軍
が
演
習
で
示
し
た
立
場

　

日
本
の
領
海
付
近
で
台
湾
海
軍
が
大
規
模
演
習
を

開
始
し
た
こ
と
に
関
し
て
自
由
時
報
は
、「
日
米
と

安
全
保
障
に
当
た
る
立
場
の
象
徴
」
と
報
じ
た
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
と
台
湾
が
見
え
て
く
る

日
台
交
流
日
録 

⑿

【
平
成
18
年
３
月
１
日
〜
４
月
28
日
】



30【日台共栄】平成18年６月　第13号

３
・
28　

新
潟
観
光
で
チ
ャ
ー
タ
ー
便

　

新
潟
県
が
誘
致
し
た
台
湾
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便

が
運
航
開
始
。
台
湾
の
旅
行
代
理
店
が
設
定
し
た
県

内
周
遊
コ
ー
ス
に
は
佐
渡
金
山
や
温
泉
地
な
ど
が
。

３
・
28　

福
井
県
が
「
修
学
旅
行
」
で
協
定

　

福
井
県
観
光
連
盟
は
台
湾
国
際
教
育
旅
行
連
盟

と
、
修
学
旅
行
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。
台
湾
側
は

ま
ず
校
長
の
視
察
団
を
派
遣
す
る
意
向
を
示
し
た
。

３
・
31　

陳
総
統
が
日
本
の
立
場
に
感
謝

　

陳
水
扁
総
統
は
亀
井
久
興
衆
院
議
員
と
会
見
し
、

中
国
の
反
国
家
分
裂
法
施
行
に
日
本
が
反
対
の
立
場

を
示
し
た
こ
と
な
ど
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

４
・
４　

女
性
画
家
の
生
誕
百
年
記
念

　

日
本
時
代
以
来
、
日
本
画
を
描
き
続
け
た
女
性
画

家
、
故
陳
進
氏
の
生
誕
百
年
を
記
念
す
る
陳
進
展
が

都
内
で
開
幕
。
作
品
八
十
数
点
を
展
示
。

４
・
５　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
参
加
の
支
持
訴
え

　

呉
樹
民
・
台
湾
医
界
連
盟
基
金
会
理
事
長
ら
代
表

団
が
都
内
で
記
者
会
見
。
日
本
政
府
が
引
続
き
Ｗ
Ｈ

Ｏ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
支
持
す
る
よ
う
訴
え
た
。

４
・
６　

栃
木
と
福
島
が
観
光
誘
致
使
節
団

　

下
野
新
聞
に
よ
る
と
、
福
島
空
港
、
日
光
、
那
須

の
コ
ー
ス
へ
の
誘
客
を
目
指
し
、
栃
木
、
福
島
両
県

の
経
済
団
体
が
、
台
湾
へ
の
交
流
使
節
団
を
編
成
。

４
・
７　

石
州
瓦
の
輸
出
を
倍
増

　

山
陰
中
央
新
報
に
よ
る
と
、
島
根
県
大
田
市
の
森

﨑
窯
業
は
本
年
度
、
成
長
が
見
込
め
る
台
湾
市
場
へ

の
石
州
瓦
の
輸
出
を
倍
増
さ
せ
る
。

４
・
７　

台
湾
で
富
山
観
光
の
情
報
紙

　

富
山
の
観
光
情
報
を
満
載
し
た
「
い
き
い
き
富
山

新
聞
」
の
台
湾
版
の
現
地
で
の
配
布
が
始
ま
っ
た
。

４
・
７　

李
氏
の
色
紙
が
八
田
氏
の
母
校
へ

　

李
登
輝
氏
は
嘉
南
大
圳
を
建
造
し
た
八
田
與
一
技

師
の
母
校
、
金
沢
市
花
園
小
に
自
筆
の
色
紙
を
贈

呈
。
文
字
は
日
本
人
の
心
を
表
現
し
た
「
誠
實
自

然
」。
市
内
の
他
の
小
中
学
校
に
も
贈
ら
れ
た
。

４
・
11　

増
え
る
和
歌
山
へ
の
修
学
旅
行

　

紀
伊
民
報
に
よ
る
と
、
和
歌
山
県
を
訪
れ
る
台
湾

の
高
校
の
修
学
旅
行
が
増
加
中
。
今
年
度
は
二
校
が

来
県
し
、
地
元
校
と
の
交
流
を
行
う
予
定
。

４
・
９　

日
本
の
業
者
と
「
台
湾
米
友
の
会
」
を

　

行
政
院
農
業
委
員
会
（
農
水
省
）
は
米
の
対
日
輸

出
を
促
進
す
る
た
め
、「
台
湾
米
友
の
会
」
の
結
成

を
日
本
の
業
者
と
交
渉
中
だ
と
説
明
し
た
。

４
・
10　

大
相
撲
の
台
湾
巡
業
が
決
定

　

日
本
大
相
撲
協
会
は
、
八
月
に
台
湾
巡
業
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
た
。
台
湾
で
の
相
撲
人
気
は
高
い
。

４
・
10　

来
日
者
数
が
過
去
最
高

　

国
際
観
光
振
興
機
構
に
よ
る
と
、
昨
年
台
湾
か
ら

日
本
を
訪
れ
た
旅
客
数
は
、
前
年
比
一
八
％
増
の
百

二
十
七
万
四
千
人
で
過
去
最
高
。
国
別
で
は
平
成
十

一
年
以
来
、
韓
国
に
次
ぐ
第
二
位
を
維
持
。

４
・
12　

物
産
の
品
定
め
で
秋
田
県
へ

　

台
湾
の
老
舗
デ
パ
ー
ト
「
大
統
百
貨
」
の
バ
イ
ヤ

ー
が
、
同
店
で
十
一
月
に
開
く
秋
田
物
産
フ
ェ
ア
の

出
展
商
品
を
選
定
す
る
た
め
に
秋
田
県
へ
。

４
・
13　

交
流
深
め
る
姉
妹
高
校

　

和
歌
山
県
田
辺
工
業
高
校
に
、
昨
年
姉
妹
校
の
提

携
を
結
ん
だ
彰
化
師
範
大
付
属
工
業
高
校
の
生
徒
四

十
六
人
が
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
た
。

４
・
13　

陳
総
統
「
日
台
関
係
は
最
良
の
時
期
」

  

陳
水
扁
総
統
は
都
議
会
の
自
民
党
日
台
友
好
議
員

連
盟
の
メ
ン
バ
ー
と
会
見
、
日
台
関
係
は
最
良
の
時

期
に
あ
る
と
し
、
更
な
る
関
係
強
化
を
訴
え
た
。

４
・
14　

注
目
集
め
る
石
原
知
事
の
動
き

　

ア
ジ
ア
大
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
の
た
め
台

北
市
を
訪
れ
た
石
原
慎
太
郎
都
知
事
は
、
陳
水
扁
総

統
、
李
登
輝
前
総
統
と
そ
れ
ぞ
れ
会
見
。
親
台
派
の

大
物
の
動
き
は
、
現
地
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
の
的
。

４
・
15　

石
原
知
事
の
台
湾
支
持
に
謝
意

　

蘇
貞
昌
行
政
院
長
が
石
原
都
知
事
と
会
見
。
ア
ジ

ア
大
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
台
北
開
催
は
石
原
氏
の
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力
に
よ
る
と
し
て
、
台
湾
支
持
の
姿
勢
に
謝
意
。

４
・
17　
「
町
作
り
」
視
察
で
高
雄
の
町
村
長
一
行

　

日
本
の
町
作
り
の
経
験
を
学
ぶ
た
め
、
楊
秋
興
・

県
長
が
率
い
る
高
雄
県
の
町
村
長
一
行
二
十
四
人
が

高
山
市
を
訪
問
し
、
歓
迎
を
受
け
た
。

４
・
18　

和
歌
山
県
が
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
出
迎
え

　

南
紀
白
浜
空
港
に
台
湾
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー
便
。
和

歌
山
県
は
乗
客
に
紀
州
手
ま
り
を
贈
呈
。

４
・
18
～
19　

プ
ロ
野
球
の
「
台
湾
応
援
デ
ー
」

　

西
武
球
場
で
は
西
武
―
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
試
合
前

に
台
湾
応
援
イ
ベ
ン
ト
。
台
湾
の
名
勝
紹
介
が
行
わ

れ
、
始
球
式
は
陳
鴻
基
駐
日
副
代
表
が
務
め
た
。

４
・
19　

観
光
誘
致
で
富
山
県
知
事
と
意
見
交
換

　

富
山
県
内
の
観
光
地
を
視
察
に
訪
れ
た
台
湾
の
航

空
・
旅
行
関
係
者
が
、
同
県
が
進
め
る
観
光
客
の
誘

致
に
つ
い
て
石
井
隆
一
知
事
と
意
見
交
換
。

４
・
19　

産
学
官
連
携
の
実
例
を
視
察

　

日
本
の
産
学
官
連
携
の
実
例
を
学
ぶ
た
め
、
亜
東

関
係
協
会
科
学
技
術
交
流
委
員
会
（
団
長
・
蕭
万
長

元
行
政
院
長
）
の
一
行
が
山
形
大
工
学
部
を
視
察
。

４
・
20　

台
湾
と
の
国
境
交
流
で
町
の
自
立
を

　

琉
球
新
報
に
よ
る
と
、
与
那
国
町
は
国
境
を
挟
む

姉
妹
都
市
、
花
蓮
市
に
交
流
事
務
所
を
設
け
、
行
政

間
交
流
で
町
の
活
性
化
と
自
立
を
図
る
方
針
。

４
・
21　

高
雄
と
八
王
子
が
姉
妹
都
市
締
結
へ　

　

葉
菊
蘭
・
高
雄
市
長
が
黒
須
隆
一
・
八
王
子
市
長

を
訪
問
、
十
月
で
の
姉
妹
都
市
締
結
を
決
め
た
。

４
・
21　

ハ
ン
ス
プ
リ
ー
の
日
本
第
一
号
店

　

六
本
木
ヒ
ル
ズ
に
台
湾
の
液
晶
テ
レ
ビ
メ
ー
カ

ー
、
ハ
ン
ス
プ
リ
ー
の
日
本
第
一
号
店
が
出
店
。

４
・
21　

人
気
の
「
台
流
」
コ
ン
サ
ー
ト　

　

台
湾
の
人
気
歌
手
、
王
力
宏
さ
ん
が
都
内
で
公

演
。
三
千
人
の
フ
ァ
ン
を
沸
か
せ
た
。
台
湾
で
は

「
台
流
が
日
本
に
進
軍
」
と
の
報
道
も
。

４
・
24　

義
勇
隊
碑
撤
去
の
取
り
消
し
訴
え

　

台
北
県
鳥
来
郷
の
高
砂
義
勇
隊
英
霊
記
念
碑
の
周

辺
に
あ
る
日
本
人
奉
納
の
碑
を
台
北
県
政
府
が
強
制

撤
去
し
た
問
題
で
、
地
元
の
原
住
民
が
撤
去
命
令
の

取
消
し
を
求
め
る
請
願
を
内
政
部
に
提
出
し
た
。

４
・
26　

常
陸
宮
妃
殿
下
が
台
湾
ブ
ー
ス
に

　

駐
日
大
使
夫
人
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
で

盧
千
恵
・
駐
日
代
表
夫
人
も
台
湾
の
特
産
ブ
ー
ス
を

出
展
。
常
陸
宮
妃
殿
下
も
お
立
ち
寄
り
に
。

４
・
26　

自
民
党
に
日
台
若
手
議
連

　

自
民
党
の
日
台
若
手
議
連
が
設
立
総
会
。
国
会
議

員
三
十
数
名
が
出
席
。
日
本
版
「
台
湾
関
係
法
」
の

制
定
を
訴
え
る
声
も
。

４
・
26　

出
国
先
は
日
本
が
第
二
位

　

台
湾
の
中
央
放
送
に
よ
る
と
、
一
―
三
月
の
台
湾

人
の
出
国
先
で
は
、
香
港
の
六
十
三
万
人
に
次
ぎ
、

日
本
の
二
十
八
万
人
が
第
二
位
。

４
・
26　

陳
唐
山
氏
「
日
台
は
運
命
共
同
体
」

　

陳
唐
山
・
総
統
府
秘
書
長
が
早
稲
田
大
学
で
講

演
。
日
台
は
中
国
の
脅
威
に
直
面
す
る
運
命
共
同
体

で
あ
る
と
し
、
両
国
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

４
・
26　

尖
閣
問
題
を
避
け
れ
ば
よ
い

　

李
健
全
・
農
業
委
員
会
副
主
任
委
員
は
国
会
で
、

尖
閣
諸
島
の
領
土
問
題
を
避
け
れ
ば
、
日
本
と
の
漁

業
権
問
題
は
解
決
し
や
す
い
と
の
見
方
を
示
し
た
。

４
・
26　

国
際
司
法
裁
判
所
に
台
湾
問
題
を

　

国
際
司
法
裁
判
所
で
裁
判
官
を
勤
め
た
小
田
滋
・

東
北
大
名
誉
教
授
は
台
北
で
の
講
演
で
、
中
国
の
圧

力
が
強
ま
る
中
、
台
湾
の
国
際
法
上
の
地
位
の
問
題

を
、
同
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
は
可
能
と
述
べ
た
。

４
・
27　

愛
媛
大
と
守
義
大
が
協
力
協
定

　

愛
媛
大
学
と
高
雄
県
の
守
義
大
学
が
協
力
協
定
を

締
結
。
学
術
交
流
や
交
換
留
学
を
進
め
る
。

４
・
28　

目
標
は
日
本
人
百
二
十
五
万
人

　

台
湾
週
報
に
よ
る
と
、
昨
年
の
台
湾
へ
の
日
本
人

渡
航
者
は
約
百
十
二
万
七
千
人
で
過
去
最
高
。
台
湾

政
府
の
今
年
の
目
標
数
値
は
百
二
十
五
万
人
。

 

【
永
山
英
樹
】


